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第４１回新型コロナウイルス感染症対策本部会議 議事概要 

 

1. 開催年月日  令和３年９月１０日(金) 

2. 時   間  午後５時３０分～午後６時２０分 

3. 場   所  全員協議会室 

4. 出 席 者  市長・副市長・教育長・企画部長・総務部長・市民生活部長・ 

環境経済部長・都市整備部長・福祉部長・こども支援部長・ 

健康推進部長・危機管理監・上下水道部長・議会事務局長・ 

教育部長・入間消防署長 

5. 事 務 局     秘書課 田口参事兼課長 

広報課 須藤副主幹 

人事課 荻野参事兼課長 

危機管理課 藤田課長、根本主幹 

晝間健康推進部次長 

中村健康福祉センター所長 

地域保健課 須田副参事、吉川主幹 

健康管理課 須田課長、吉田主幹 

6. 議 事 概 要 

 （1）国内及び県内の発生状況について（資料 1参照） 

   ・9月 9日現在の感染状況 

     国内 1,599,121人  県内 108,756人  市内 1,788人 

 

 （2）県における協力要請の内容について 

   ・埼玉県を含む 19 都道府県に対する緊急事態宣言の期限が 9 月 30 日まで延長され 

た。県は、依然多くの感染が発生していること等を踏まえ要請内容のさらなる徹底

を求めている。なお、県の協力要請の内容に大きな変更はない。 

 

 （3）市内公共施設の利用制限について 

   ・8月 24日開催の第 40回対策本部会議での決定事項を継続する。 

 

 （4）新型コロナウイルス感染症緊急対策事業の追加提案について 

   ・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当する緊急対策事業として、

次の 2事業を検討している。 

① 学校感染症対策事業 

        二酸化炭素濃度測定器及びパルスオキシメーターを購入し、教室等の適切
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な換気と体調不良の児童・生徒に対して適切な対応を図る。 

② 新型コロナウイルス感染症対策教育支援事業 

        スクールサポートスタッフによる児童・生徒の健康観察の取りまとめ、学

校内の消毒、教室等の換気業務を行う。 

 

 （5） その他 

  ※各部長からの報告等 

   ・新型コロナウイルスワクチン接種担当への応援職員の派遣は 9 月末で終了とする。

但し、引き続きの支援が必要と判断したので 12月末まで新たに職員の派遣を行うこ

ととする。今後、人選し、依頼するので協力願う。 

   ・ワクチン接種に関する状況は、次のとおりである。 

① 現在予約枠は 567枠が空いている。 

② 1回目の接種が終了した方は 75,438人で、全人口に占める割合は 51.32％、2

回目の接種が終了した方は 54,279人で 36.97％である。 

③ 中学 1・2年生の特別枠 372枠はすべて埋まっている。 

④ 中学 3年生の優先接種については 563人の申込みがあった。 

⑤ 妊婦・パートナー・授乳中の方に対する優先接種の 246枠は、現在 30枠が空

いている。 

   ・9月 1日から 12日までの間、市内保育施設の登所登園自粛をお願いしている。自粛

要請に応じた児童には保育料等を日割計算で還付する。 

   ・小中学校の 9月 13日以降の対応について、13日（月）から通常授業を再開するが、

17日（金）までは、午前中 4時限授業、給食ありの短縮授業とする。また、中学校

の部活動は、20 日（月）まで活動中止、21 日（火）以降は平日週 2 回以内とし、1

回あたりの活動は 90分以内とする。なお、今後の感染状況によっては分散登校の再

実施も検討する。オンライン学習実施への環境整備・準備を各校長へ通知した。 

   ・9 月 9 日時点で入間第一ホテルの宿泊療養者は 36 人、県内 14 の宿泊療養施設全体

では 618人となっている。 

   ・8月 31日に開始した自宅療養者の支援事業の申請件数は 62件である。その内訳は、

パルスオキシメーターの貸出し 46件、配食サービス 46件（計 92件）であり、62件

を上回るが両事業を同時に申請された方もいる。 

   ・11 月 14 日に予定していた防災訓練については、感染拡大防止の観点から中止とし

た。 

 


